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１ｇを１個，３ｇを１個用意すると
１ｇと２ｇと３ｇをはかることができるので，
残りのおもり３個をすべて３ｇにしてできるだけ合計が
重くなるようにすると
１ｇ，２ｇ，３ｇ，４ｇ，５ｇ，６ｇ，７ｇ，８ｇ，９ｇ，１０ｇ，１１ｇ，１２ｇ，１３ｇ

すべてはかることができるので１３通り。
２ｇを１個，３ｇを１個用意しても１ｇと２ｇと３ｇを
はかることができるので
残りのおもり３個をすべて３ｇにして合計が１４ｇとなる
ようにすると

（２）のように１３ｇがどうしてもはかることができない。
よって１ｇ～１２ｇと１４ｇがはかることができ１３通り。
おもりの種類を増やすと合計の重さが減り，
３ｇを５個用意すると合計の重さは増えるが，はかるこ
とができる種類は減る。
よって　最も多くて１３通り。

三角形ＰＱＲが，角Ｑが９０°の直角三角形に，はじめて
なったとき

点Ｑと点Ｐの速さの比は（１）より５：３
これはそれぞれの点の進んだ長さの比と等しい。
また点Ｐと点Ｒの速さは等しいので進んだ長さも等しい。
よって
ＢＲ：ＲＱ：ＱＣ＝①：（③－①）：①

＝①：②：①
このときの三角形ＰＱＲの面積は底辺の長さの比で考えて
３９０×　　　　　　＝１９５

ビーカーＣに最初に入っていた食塩水の濃度は
×１００＝３５

入場口１つにつき，１分間で□人通過するとする。
入場口６つで１時間４０分に通過した人数と
入場口８つで１時間に通過した人数の差を比べると

かかっている時間の差は
１００－６０＝４０（分）なので
□×６×１００－□×８×６０＝３６×４０

あああああああああ

よって □×（６００－４８０）＝１４４０より□＝１２（人）
開園前の行列は１２×６００－３６×１００＝３６００（人）
４０分で　（１２×８－３６）×４０＝２４００（人）減り
残りは　３６００－２４００＝１２００（人）

１２００÷（１２×５－３６）＝５０（分）さらにかかる
開園の１０時から ４０＋５０＝９０（分後）に行列は
なくなる。
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